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（3）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離
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ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

≧１mm   フィラプレート併用のこと
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＜TYPE-1＞

符　号 部　　材
フランジ

N1－径 N2－径

〔注〕端部をBHとする場合の部材は設計図による。

Ａタイプ使用は
柱　250mm以下とする

35以上

エレクションピース

4

4 4

Ｂタイプ

符　号
フランジ ウェブ

N1－径 N2－径

〔注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う
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B≦150

フランジ及びウェブ厚の差のある場合

175

150

B1

ウェブ

〔注〕（1）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離
（2）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離
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ねじの呼び　（ｄ）　　

軸径 d1
最　　小 10.59

調整ねじの長さ

はしあき（最小）　     (2)

切板製

e1

へりあき（最小） (1)　

板　　厚

e2

t

へりあき（最小） （2）　 e2

ボルト端から取付ボルト

穴心のあき（最小）

L溶接長さ（最小）

R
許容差 +0 , -0.5mm

取付ボルト穴径
17.0 17.0 17.0 21.5 21.5 23.5 21.5

平鋼製

取付ボルト(2)　 ねじの呼び

本　　数

M12 M14 M16 M18 M20 M22

M12 M22M16M16 M20M20 M20

52 59 66 66 73 7052

種　　類 JIS B 1186 ２種高力ボルト（F10T）

21 1 1 1 1 1

115 125 140 150 165 175

40 40 45 50 50 55 50

28 28 28 34 34 38 38

25.0 25.0 25.0 32.5 32.5 37.5 37.5

6 6 6 9 9 9 9

5 6 6 9 9 9 9

40 50 55 60 75 85 85

（2）羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

(6)　鉄筋ブレース

(a)　羽子板ボルト

(b) 形鋼ブレース
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（JIS規格品とする…JIS A 5540… 2008/5541 … 2008）

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

受梁へのかかり寸法及び端部処理　　e≧35mm

16φ ＝@200

Ｃタイプ

梁上通しの場合 折曲加工既製品面戸（鉄板）
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L

水平ブレース
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e
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Ｌ形鋼
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(9)　頭付きスタッド

(10) 梁貫通補強

(JIS B 1198 - 2011)

梁との溶接及びコネクター

スタッド材の標準形状・寸法

・計算で確認された場合は下記の位置、寸法及び補強方法によらなくてよい

・梁端部（内法スパンのＬ0の/１０以内かつ、２Ｄ以内）は避ける

・φ≦０．４Ｄ

アークスポット溶接

FB-65x9　　中ボルトM16

梁上切断の場合

部　　材
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呼び名 頭径Ｄ 頭高さＴ 呼び長さＬ軸径ｄ
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（8）　柱脚 〔注〕許容応力計算を行わなかった場合の構造形式

※　構造用アンカーボルトは原則として　JIS　B 1220、 JIS　B 1221を使用する

露出形式柱脚 寝巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚
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・φ´は補強板の穴径を示す
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１．工法概要

（１）本工法の適用範囲

本地盤改良工事はＳＳＴ工法（置換式柱状地盤改良工法）による。ＳＳＴ工法は、地上で掘削土に追加砂と

・適用地盤 ：砂質土、粘性土、ローム、有機質土（高有機質土、腐植土含む）

セメント系固化材を混合して改良土を作製し、この改良土を独自開発のオーガを用いて水平および鉛直方向に

締固めながら掘削孔に充填することで、柱状改良体（以下、コラムと呼ぶ）を築造するものである。

２．一般事項

（２）コラムの仕様

（３）使用材料

・掘削土 ：砂質土、粘性土、ローム、有機質土

（４）本地盤改良工事の施工は(株)ＳＳＴ協会が認定した指定施工店が行う。

（５）本工事は、本特記仕様書によるほか、以下の指針・諸基準に準拠する。

名称と出版年月

建築工事標準仕様書・同解説JASS4

杭、地業および基礎工事

建築基礎構造設計指針

道路橋示方書・同解説Ⅳ　下部構造編

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

改訂版　建築物のための改良地盤の設計

および品質管理指針

土の一軸圧縮試験方法

地盤材料試験の方法と解説

地盤調査の方法と解説

(社)日本建築学会2009年10月改定

３．コラム設計

（１）コラム深度、コラム長、コラム本数、コラム配置詳細は本工事の設計図書による。ただし、地盤状況

　　　等設計条件が異なる場合は、発注者側管理者の承認のもと設計諸元を変更することができる。

（２）コラム基本設計値は以下の通り。

・改良深度 ：施工地盤面より8.5ｍ以内

：粒径20mm以下、細粒分含有率20％以下

：六価クロム対応型の特殊土用固化材・固化材

・追加砂

地盤工学会2013年3月

地盤改良（ＳＳＴ工法）特記仕様書

・設計基準強度

・コラム深度

・コラム長

：　　　　　　　　kN/㎡

・コラム径 ：　　　　　　　　mm

・コラム長 ：1.5～8.5m

・コラム強度 ：設計基準強度700～2400kN／㎡

・コラム ：設計径　400mm、500mm、600mm、700mm

【技術審査証明取得工法（GBRC　性能証明　第１１－０６号　改３）】

５．施工管理

「ＳＳＴ工法施工管理マニュアル」に従い、(株)ＳＳＴ協会が認定した施工管理者が行う。

特に重要な管理項目は以下の通り。

・掘削速度が100mm／回転以下であること。

・コラム先端地盤のオーガ攪拌処理は逆転10回、正転10回、逆転10回以上で行うこと。

・締固め時のオーガの上昇速度が150mm／回転以下であること。

６．品質試験

「ＳＳＴ工法施工管理マニュアル」に従い、下表のcheck欄に●印を付した品質試験を実施する。

check 試験名

一軸圧縮強度試験

静的載荷試験

●

４．コラム配合計画（○で囲んだ通り）

固化材（㎏／m3） 200 175 150 125

最低配合比（掘削土：追加砂）

六価クロム溶出試験

（１）一軸圧縮強度試験の箇所数

-頭部：　　箇所　　　　中部：　　箇所　　　　底部：　　箇所

工事完了後、下記の項目について報告書にまとめ監督員に提出する。

①施工期間、　②使用資機材、　③資材搬入記録、　④施工状況、　⑤施工写真

⑥竣工図、　⑦第三者機関による試験結果（一軸圧縮強度試験）

７．報告

１：１ ２：１ ３：１ ４：１

(社)日本建築学会2019年11月

(社)日本道路協会2017年11月

国土交通省大臣官房官庁営繕部 平成31年度版

(財)日本建築センター2018年版11月改定

JIS A 1216　2020年3月改正

地盤工学会2020年12月

500

：　　　　　　　　ｍ

1,500

※平均強度が設計基準強度　1,500kN/㎡×1.74＝2,610kN/㎡以上有することの確認。
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